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第１章 基本計画の策定にあたり

第１節 基本計画の目的

基本計画は、基本構想を実現させるために市民と行政がともに取り組むべき政策目標の基本的な考

え方やイメージを示したものです。この基本計画の政策目標が、他の行政計画や地域振興計画の柱と

なります。

第２節 基本計画の期間

計画期間は、平成20年度（2008年度）から平成29年度（2017年度）の10年間とし、５年ごとに見直

しを行うものとします。

第３節 基本計画の構成

基本計画に定めるものは次のものとします。

１．政策目標名

基本目標及び重点目標を実現するため、概ね行政分野ごとに定めた目標の名称です。

２．政策目標の考え方

基本的な方針や考え方について示します。

３．目指すイメージ

施策展開によって目指す将来の理想的なまちの姿です。

４．施策の方向

政策を実現するために展開すべき施策項目です。

５．参考指標

政策の達成度を計るために参考とする指標です。

６．政策推進課

関係課等と連携し、中心となって政策を推進していく部署です。

第４節 基本計画の推進

本計画に掲げる目標を達成するためには、実施計画を策定し、より具体的な個別計画や事務事業計

画に基づき市政運営を行う必要があります。事務事業の実施にあたっては、適正な行政評価とそれを

もとにした予算編成のもとで推進していきます。

一方で、市民においては、本計画に掲げる目標の実現のために、施策への提言や事業化のため、ま

た、市民が行う適正な行政評価にために活用していくことが望まれます。
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第２章 基本計画の概要

第１節 基本計画の体系

／地域づくり、人づくり、教育基本目標１ 住民による住民のためのまちをつくる

／地域の自立重点目標１ 自立した地域をつくるために

◎１－１－１ 01. 共生・協働による地域づくりの推進

◎１－１－２ 02. 市民の多様な交流と連携の促進

◎１－１－３ 03. 地域を支える人材の育成

／学習の場重点目標２ 学びあえる地域をつくるために

◎１－２－１ 04. 子育て支援体制の充実

◎１－２－２ 05. 学校教育の充実

◎１－２－３ 06. 学びあう社会の構築

◎１－２－４ 07. 地域文化の促進・保護・活用

／安心安全、保健・福祉、暮らし基本目標２ 安心して暮らせるまちをつくる

／生きがい、健康重点目標１ 生きがいを持ち、健康に暮らすために

◎２－１－１ 08. 地域保健の充実

◎２－１－２ 09. 高齢者保健福祉の推進

◎２－１－３ 10. 障害者保健福祉の推進

◎２－１－４ 11. 医療体制の充実

／市民生活重点目標２ 暮らしの安全を守るために

◎２－２－１ 12. 地域防災対策の推進

◎２－２－２ 13. 安心安全な地域社会の構築

◎２－２－３ 14. 快適な都市基盤の整備
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／環境、経済基本目標３ 環境と経済が共存し、循環していくまちをつくる

／循環型社会重点目標１ 自然と共生していくために

◎３－１－１ 15. 循環型社会の構築

◎３－１－２ 16. 環境の保全

◎３－１－３ 17. 地域資源の活用

／産業活性化重点目標２ 経済が持続発展していくために

◎３－２－１ 18. 魅力ある農林業の振興

◎３－２－２ 19. 魅力ある水産業の振興

◎３－２－３ 20. 活気ある商工業の振興

◎３－２－４ 21. 働く環境の充実

◎３－２－５ 22. 魅力ある観光の振興

／行政経営の方針基本目標４ 市民を大切にするまちをつくる

／信頼される行政重点目標１ 市民から信頼される行政経営のために

◎４－１－１ 23. 市民参画による行政経営

◎４－１－２ 24. 市民の目線による行政経営

◎４－１－３ 25. 市民の期待に応える職員の育成

／持続可能な財政重点目標２ 無駄のない行政経営のために

◎４－２－１ 26. 行政改革の推進

◎４－２－２ 27. 財政運営の健全化
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第２節 基本計画の各論

～基本構想より～施策の大綱

■基本目標１ ／地域づくり、人づくり、教育

住民による住民のためのまちをつくる

垂水には９つの地域があり、それぞれに特色や伝統文化があります。これからの地域づく

りは、自分たちのまちは、自分たちでつくるという意識のもとで、地域の特性を生かし自立

したまちづくりをすすめ、誇りの持てる垂水市をつくるために学びあいの教育環境づくりを

すすめることが必要です。

■重点目標１ ／地域の自立

自立した地域をつくるために

活力のある自立した地域をつくるために、地域コミュニティの機能の強化を図り

つつ、地域性を生かせる人材や実践していく人づくりをすすめます。また、市民・

地域組織／ＮＰＯ・議会・行政の役割を明確にして、事業者や地域の外とも連携し

あいながら、主体的な活動が行える仕組みづくりをすすめます。

■重点目標２ ／学習の場

学びあえる地域をつくるために

未来を担う子どもたちが、豊かな心とたくましい身体を持ち、自ら学び考え行動

する「生きる力」を備え 「ふるさとを愛し、誇りにする子ども」となるために、、

良好な教育環境づくりをすすめます。また、地域づくりにおいては、大人も子ども

と共に生涯学びあうことのできる環境づくりをすすめます。
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１－１－１ 01

共生･協働による地域づくりの推進政策目標名

共生･協働の社会を実現するために、全ての市民が手を取り合い、いきいきと暮らせ政策目標の考え方

る仕組みをつくり、地域住民の手により目指すべき地域の将来像を考える必要があり

ます。個人と地域と行政とのそれぞれの役割を自覚しながら、地域住民による主体的

な地域活動が行えるような取り組みを進めます。

●市民の人権問題に対する意識が深まっています目指すイメージ

●女性も男性も暮らしやすい社会になっています

●地域や団体、行政、議会の役割が明確になっています

●地域住民と行政とが課題を共有し、協働して取り組んでいます

●人権教育・啓発活動の推進施策の方向

●男女共同参画社会の形成

●協働社会の仕組みづくり

●地域活動支援

◎「共生･協働による地域づくりの推進」に対する満足度・重要度参考指標

企画課、市民相談サービス課政策推進課

１－１－２ 02

市民の多様な交流と連携の促進政策目標名

市民や各種団体、行政が持つ情報はそれぞれに価値があり、その情報がお互いで共政策目標の考え方

有されれば、様々な課題の解決や地域の活性化につながることから、多様な交流と連

。 、 、 、携に対する取り組みを進めます 特に防災対策 高齢者の生活支援 生活環境の保全

子育て支援などに対して、地域や団体間の交流を深め、支えあい、連携しあう取り組

みを進めます。

●地域の課題が地域内で共有され、地域で解決できる力があります目指すイメージ

●地域内交流が進み、支えあいができています

●市民参加の意識向上施策の方向

●団体間ネットワークの充実

●公民館活動の充実

◎「市民の多様な交流と連携の促進」に対する満足度参考指標

企画課、市民相談サービス課政策推進課
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１－１－３ 03

地域を支える人材の育成政策目標名

地域活動に気軽に参加できる環境づくりと、活動の中心となる地域活力の向上に必政策目標の考え方

要な人材の発掘・育成に取り組みます。また、特色のある地域づくりのために、郷土

をより深く学ぶ取り組みを進めます。

●一人ひとりがふるさとの良さを知り、郷土への愛着が育まれています目指すイメージ

●ふるさとを学ぶ学習機会の充実施策の方向

●リーダー育成

●人材の発掘、確保

◎「地域を支える人材の育成」に対する満足度参考指標

社会教育課、企画課政策推進課

１－２－１ 04

子育て支援体制の充実政策目標名

、 、政策目標の考え方 本市の恵まれた自然や歴史・文化の中で 心身ともに健全な子どもとして育つため

そして心豊かな人間性を持った次世代の親として育つためには、子どもだけでなく、

親や家族とともに育っていける環境づくりを進めるとともに、地域の果たす役割も大

きいという認識のもと、地域や職場など社会が一体となって子育てを支援していくよ

う取り組みます。

●家庭、学校、地域の連携が強化され、地域全体で子育てを支援しています目指すイメージ

●安心して子どもを産み、育てる環境になっています

●子育て環境の整備、支援施策の方向

●母子保健の推進

●青少年の健全育成

◎「子育て支援体制」に対する満足度参考指標

保健福祉課、社会教育課政策推進課
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１－２－２ 05

学校教育の充実政策目標名

自ら学び自ら考える、たくましく「生きる力」を備えた、子どもを育てるために、政策目標の考え方

教職員一人一人の資質の向上を図り、特色ある開かれた学校づくりを推進します。そ

の中で、垂水の海・山・川などの自然や歴史・文化について地域の人材を活かしなが

ら体験を通して学習し 「ふるさと垂水を愛し，誇りにする子ども」を育成するととも、

に、垂水の次代を担う子どもたちが生き生きと学べる良好な教育環境の確保に取り組

みます。

●子どもたちが夢を持ち、いきいきと学んでいます目指すイメージ

●施設・設備が整備され、良好な教育環境が保たれています

●生きる力を育む質の高い教育の推進施策の方向

●家庭・地域と連携した教育の推進

●教育環境整備

◎「学校教育の充実」に対する満足度参考指標

学校教育課、教育委員会総務課政策推進課

１－２－３ 06

学びあう社会の構築政策目標名

多様化・高度化する学習ニーズに対応し、市民が生涯を通じて主体的に学ぶことが政策目標の考え方

できる環境づくりを進めるとともに、市民の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、

興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができ

る生涯スポーツ社会の実現など、学びあう社会づくりに取り組みます。

●多くの人が学びあいの場に参加し、学びの成果を暮らしに生かしています目指すイメージ

●子どもからお年寄りまで多くの市民が、地域でスポーツに親しみ交流の輪が広がっ

ています

●生涯学習の推進施策の方向

●スポーツ・レクリエーション活動の推進

●社会・生活・自然体験事業の推進

◎「学びあう社会の構築」に対する満足度参考指標

社会教育課政策推進課
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１－２－４ 07

地域文化の促進・保護・活用政策目標名

古くから伝わる歴史民俗文化財や埋蔵文化財、また、郷土の偉人が残した功績は市政策目標の考え方

民共有の財産であり歴史教育の教材です。これらを保存・活用・顕彰することや文化

団体の支援、芸術家の育成、良質の芸術文化を提供するなど多様な文化活動を促進す

、 。ることにより郷土愛を育み ゆとりと活力のある豊かな地域社会の実現を目指します

●城下町として古い町並みや史跡等を多く残し、郷土芸能や年中行事が行われ、近代目指すイメージ

化した各施設では芸術文化活動が展開されています

●歴史民俗文化財や埋蔵文化財の保存・活用の推進施策の方向

●芸術文化活動の推進

◎「地域文化の促進・保護・活用」に対する満足度参考指標

社会教育課政策推進課
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～基本構想より～施策の大綱

■基本目標２ ／安心安全、保健・福祉、暮らし

安心して暮らせるまちをつくる

市民が垂水で暮らして良かったと思えるようにすることが大切です。そのために、市民の

生命・財産・暮らしを守る安心安全の取り組みや、市民一人ひとりが身体や心の健康を保ち、

互いに支えあいながら市民生活をおくることのできる取り組みをすすめていくことが必要で

す。

■重点目標１ ／生きがい・健康

生きがいを持ち、健康に暮らすために

市民一人ひとりが生きがいや夢を持つことが、身体や心の健康づくりにつながり

ます。生きがいや夢を持ち続けるための取り組みをはじめ、予防と福祉の視点に立

った医療体制の整備や食育の推進など市民の健康づくりをすすめます。また、一人

ひとりの生き方や考え方が尊重され、すべての人が平等に活動できる環境づくりを

すすめます。

■重点目標２ ／市民生活

暮らしの安全を守るために

市民一人ひとりが安全で安心して生活を営んでいくために、災害防止や市民の暮

らしの安全を高めていく取り組みや環境づくりをすすめます。特に市民一人ひとり

が地域の地理的な特性の理解を深め、自助・共助・公助による助け合いの体制を構

築していくなどの取り組みをすすめます。



- 11 -

２－１－１ 08

地域保健の充実政策目標名

、 、政策目標の考え方 市民が安心して暮らしていくために 生涯を通じた生活習慣病予防やがん予防など

保健事業の推進と保健医療活動の充実に取り組みます。また、生きがいを持つことが

健康づくりにつながることから、地域における健康づくり活動や生きがいづくり支援

を行い、広く市民の健康増進に努めます。

●一人ひとりが生きがいを持ち、充実した生活を送っています目指すイメージ

●生きがいを支える環境整備施策の方向

●乳幼児からの生活習慣病予防

●食育の体系化と推進

●心の健康づくり

◎「地域保健の充実」に対する満足度参考指標

保健福祉課政策推進課

２－１－２ 09

高齢者保健福祉の推進政策目標名

高齢者の充実した生活の創造を目指し、生涯現役社会づくりの推進や生活環境の向政策目標の考え方

上に努めるとともに、総合相談体制を充実し、関係機関と連携を密にしながら認知症

予防や権利擁護など推進します。また、地域に密着した介護サービスの基盤整備を図

、 、 。り 住み慣れた地域で高齢者が尊厳を持ち 暮らせる地域ケア体制づくりに努めます

●高齢者への多面的な支援体制が充実し、住み慣れた地域の中で安心して生活できて目指すイメージ

います

●介護予防の推進施策の方向

●高齢者支援体制の整備

●介護サービスの充実

◎「高齢者保健福祉の推進」に対する満足度参考指標

保健福祉課政策推進課
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２－１－３ 10

障害者保健福祉の推進政策目標名

障害者があらゆる分野での社会参加が実現出来ることを基本とし、障害の有無にか政策目標の考え方

かわらず、全ての人が平等に権利と義務を、能力に応じて補い合い、助け合って生き

ていく地域社会をつくる「ノーマライゼーション」と、障害者の身体的・精神的・社

会的な適応能力を回復することにとどまらず、障害者がそれぞれの年代のあらゆる生

活段階において、人間らしく生きる権利の回復を図る「リハビリテーション」の理念

を具現化していき、全ての市民が生き生きとした生活を送り、共に生き、支え合う社

会づくりに取り組みます。

●障害のある人が、住み慣れた地域で自立し安心して暮らしています目指すイメージ

●自立と社会参加の支援施策の方向

◎「障害者保健福祉の推進」に対する満足度参考指標

保健福祉課政策推進課

２－１－４ 11

医療体制の充実政策目標名

市民が安心して医療を受けることができるよう、垂水中央病院を核に医師会等との政策目標の考え方

連携を図り、救急医療体制等を構築し、地域医療の確保と医療水準の向上に取り組み

ます。また、垂水中央病院が中核病院として地域住民に対する24時間体制の医療を提

供すること及び保健・医療・福祉の連携により地域住民の健康増進に取り組みます。

●地域医療体制が充実され、誰もが安心して医療サービスを受けています目指すイメージ

●地域医療体制の充実施策の方向

●救急医療体制の充実

●受診モラルの啓発

◎「医療体制の充実」に対する満足度参考指標

保健福祉課政策推進課
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２－２－１ 12

地域防災対策の推進政策目標名

自然災害から市民の生命と財産を守るため、垂水市地域防災計画に基づき、災害の政策目標の考え方

予防、応急対策、復旧・復興対策を進めます。また、大規模な災害に対処するために

は、防災関係機関による「公助」だけでなく、自分の身は自分で守る「自助 、地域の」

「 」 、 、ことは地域で守る 共助 が重要なことから 地域の防災力の向上に努めるとともに

災害情報の収集や伝達、また、災害時要援護者に配慮した対策に取り組みます。

●市民の防災に対する理解が深まり、災害に対する備えや心構えができています目指すイメージ

●防災体制の整備充実施策の方向

●災害に強い都市基盤の整備

●防災意識の醸成

●自主防災組織の育成と連携の強化

◎「地域防災対策の推進」に対する満足度参考指標

総務課、消防本部政策推進課

２－２－２ 13

安心安全な地域社会の構築政策目標名

犯罪のない、安全で安心して生活できるまちづくりを進めるために、協働による地政策目標の考え方

域ぐるみの防犯活動の推進、消防機能や各種市民相談体制の充実など、安全で安心し

て生活できるまちづくりに取り組みます。特に、高齢者に関わる犯罪や事故を未然に

防止するため、高齢者を取り巻く社会環境の整備などに取り組みます。

●安心して日常生活をおくることができます目指すイメージ

●地域安全体制の強化施策の方向

●市民生活における安全の確保

●消防力の整備

◎「安心安全な地域社会の構築」に対する満足度参考指標

市民相談サービス課、消防本部政策推進課
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２－２－３ 14

快適な都市基盤の整備政策目標名

道路や住宅、公園などの都市基盤は、市民が快適な生活を営むとともに、経済活動政策目標の考え方

や交流の活性化など、都市の発展の礎となる重要な役割を果たすものです。都市の発

展の基本となる道路・交通体系などの基盤整備と市民生活に密着した居住環境の整備

を進める必要があります。このような都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、

都市計画マスタープランを策定し、効率的・計画的な都市基盤の整備に努めます。ま

た、水道は市民生活における重要なライフラインのひとつであり、経済活動や社会的

な活動を支える非常に大切な施設でもあります。今後も市民の皆様に「安心」な水を

「安定」して「継続」的に供給できるよう努めていきます。

●幹線道路や生活道路が整備され円滑な移動と交通の安全が確保されています目指すイメージ

●住みやすい住環境が整備され誰もが快適に暮らしています

●快適な居住環境の整備施策の方向

●交通の利便性の向上

●特色ある快適な都市基盤整備

◎「快適な都市基盤の整備」に対する満足度参考指標

土木課、水道課政策推進課
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～基本構想より～施策の大綱

■基本目標３ ／環境、経済

環境と経済が共存し、循環していくまちをつくる

私たちには未来の子どもたちに豊かな環境を残していく責務があります。地球温暖化など

多様な環境問題に対して、産業と暮らしの中に環境配慮の仕組みをつくり、事業者や市民が

積極的に参加できる垂水らしさを出した取り組みが必要です。また、市民の暮らしを支える

地域経済においても、この垂水らしさを踏まえつつ、あらゆる産業が好循環となるよう垂水

ブランドを意識した情報発信が必要です。

■重点目標１ ／循環型社会

自然と共生していくために

垂水市の豊かな自然や資源、そして、大隅半島の玄関口という地理的特性を生か

した観光振興をすすめます。また、地球規模の環境問題に対して、循環型社会「垂

水モデル（バイオガスを利用した新エネルギー構想など 」を構築するなど、新た）

な取り組みをすすめます。

■重点目標２ ／産業活性化

経済が持続発展していくために

垂水の基幹産業である農林水産業には、日本一といわれる産物があり、また魅力

的な資源が数多くあります。生活習慣の変化や流通形態が多様化している中で、そ

れぞれの分野を越えて、組織と人の積極的な交流を深め、知恵と工夫を出しながら、

全体の循環を意識し、地域経済が活性化するための取り組みをすすめます。
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３－１－１ 15

循環型社会の構築政策目標名

地球規模の温暖化に対して、特に温暖化の最たる要因である温室効果ガス削減が重政策目標の考え方

要の課題です。本市においては、廃棄物の26分別収集や新エネルギーに対する取り組

みを進めています。より一層の成果を上げるためにも、地域省エネルギー政策、新エ

ネルギー政策の充実と３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）などの循環型社会

構築に対して、市民総ぐるみで理解を深め、行動していけるよう取り組みます。

※３Ｒ＝Reduce/リデュース：廃棄物の発生抑制・Reuse/リユース：再使用・Recycle/リサイクル：再資源化

●市内全てでゴミ出しルールが定着し、廃棄物が適正に処理されています目指すイメージ

●新エネルギーの活用施策の方向

●ゴミの発生抑制

●廃棄物適正処理

●再資源化の促進

●省エネルギーの推進

◎「循環型社会の構築」に対する満足度参考指標

生活環境課、企画課政策推進課

３－１－２ 16

環境の保全政策目標名

次世代へ環境を引き継いでいくために環境美化意識の向上や河川や海の環境保全に努政策目標の考え方

め、水質保全などに取り組みます。また、桜島、錦江湾、高隈山系などの自然景観や

田園風景さらには市街地や歴史的町並みなどの景観の保全と創造に向けて、市民や事

業者と一体となった垂水にしかない景観形成に取り組みます。

●自然環境が良好な状態で保たれ、次世代に継承されています目指すイメージ

●生活排水処理対策施策の方向

●河川、海の浄化の推進

●環境美化の推進

●景観保全政策

◎「環境の保全」に対する満足度参考指標

生活環境課、企画課、土木課政策推進課
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３－１－３ 17

地域資源の活用政策目標名

豊かな自然環境、景観、温泉、農水産物や歴史、文化など垂水市の持つ優れた地域政策目標の考え方

資源を最大限に活用した観光や産業の振興に取り組みます。また、行政と市民と事業

者が一体となって育むブランド化に取り組み、本市の価値を創造し、積極的に広く内

外へ情報発信していく取り組みを進めます。

●市民一人ひとりが地域資源のすばらしさを認識し、県内外にも垂水が認知されてい目指すイメージ

ます

●地域資源の保全、管理施策の方向

●情報発信によるブランド定着

◎「地域資源の活用」に対する満足度参考指標

商工観光課、農林課、水産課政策推進課

３－２－１ 18

魅力ある農林業の振興政策目標名

生産・生活基盤の整備をはじめ、経営の安定や環境にやさしい農業の推進など、特政策目標の考え方

色ある農業の展開を図るとともに、担い手育成に努めます。また、消費者ニーズの把

握に努めながら、地域の特性を生かした特産品や加工品の開発を促進するとともに、

流通ルートの創出に取り組みます。さらに、特産品直売施設の整備や地産地消の推進

に努めます。林業については、森林と人との共生の観点に立った森林の保全利用を図

ります。

●農業経営の安定化が図られ、生きがいを持って農業に従事しています目指すイメージ

●農林業に関する情報が発信され、農林業に対する関心が深まっています

●経営の安定化施策の方向

●担い手育成対策

●基盤整備

●地産地消の推進

●ブランド化の推進

●消費者ニーズの把握

●農地利用調整活動

◎「魅力ある農林業の振興」に対する満足度参考指標

農林課政策推進課
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３－２－２ 19

魅力ある水産業の振興政策目標名

水産業の振興を図るために、漁業生産の基盤となる漁港・漁場環境の整備を進めま政策目標の考え方

す。また、消費者ニーズの把握に努めるとともに、地産地消の推進や水産物のブラン

ド化による新たな販売ルートの確保など、経営安定化と後継者の育成に努めます。

●水産業経営の安定化と活性化が図られています目指すイメージ

●水産業に関する情報が発信され、水産業に対する関心が深まっています

●経営の安定化施策の方向

●基盤整備

●地産地消の推進

●ブランド化による付加価値の向上

●消費者ニーズの把握

●水産物販売施設の整備

◎「魅力ある水産業の振興」に対する満足度参考指標

水産課政策推進課

３－２－３ 20

活気ある商工業の振興政策目標名

市民の日常的な利便性の確保を図ることを基本に、垂水にあった商業のあり方やサ政策目標の考え方

ービスを展開し、多様化・高度化する消費者ニーズに対応できる商業の育成や振興に

取り組みます。

●地域のふれあいを大切にした商業の育成により、市民生活の利便性が向上していま目指すイメージ

す

●遊び心のある取り組みが進み、まちが活気にあふれています

●商業経営の近代化施策の方向

●安心安全な商品の提供

◎「活気ある商工業の振興」に対する満足度参考指標

商工観光課政策推進課
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３－２－４ 21

働く環境の充実政策目標名

既存の産業の振興に努めながら、コミュニティビジネス等の新たな産業の育成や、政策目標の考え方

時代のニーズに合った新たな起業家の育成に取り組みます。また、企業誘致や創業支

援による働く場の確保を行います。

●地域資源を生かしたコミュニティビジネス等の創業が行われています目指すイメージ

●多種多様な雇用機会が拡充されています

●雇用の確保施策の方向

●企業誘致

●既存産業の振興

●新たな産業の創出

●異業種交流

◎「働く環境の充実」に対する満足度参考指標

企画課、商工観光課政策推進課

３－２－５ 22

魅力ある観光の振興政策目標名

垂水市の持つ観光拠点の整備開発を進め、年間を通じて市民や観光客が楽しめる魅政策目標の考え方

力ある観光地づくりや観光情報の発信に取り組みます。また、観光推進体制の確立を

図り、大隅半島の玄関口という地理的特性を生かした広域観光への取り組みに努めま

す。

●魅力ある観光地として交流人口が増えています目指すイメージ

●観光推進体制施策の方向

●観光情報発信

●観光拠点の整備開発

◎「魅力ある観光の振興」に対する満足度参考指標

商工観光課政策推進課
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～基本構想より～施策の大綱

■基本目標４ ／行政経営の方針

市民を大切にするまちをつくる

地方自治を取り巻く環境も大きく変わり、行政も市民も意識の変革が求められています。

市民による市民のためのまちづくりを行うためには、徹底した情報公開を行うなど行政と

市民との信頼関係を築いていくことが必要です。その上で市民がよりよく活動できる仕組

みをつくり、また、市民の視点に立った行政経営を進めていく必要があります。

■重点目標１ ／信頼される行政

市民から信頼される行政経営のために

行政は最大のサービス業という姿勢を持ち、職員の資質向上を図り、市民を顧客

としてとらえるなど信頼づくりのための取り組みをすすめます。また、市民と行政

が一体となったまちづくりの基盤となる男女共同参画社会を実現して、誰もが平等

に参加し、活動できる環境づくりをすすめます。

■重点目標２ ／持続可能な財政

無駄のない行政経営のために

健全な財政を維持することは、行政経営においては不可欠です。限られた財源の

中で、創意工夫を重ね、効率的で質の高い事務を行うなど、持続可能な財政への取

り組みをすすめます。
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４－１－１ 23

市民参画による行政経営政策目標名

協働によるまちづくりの実現に向けて、市政の様々な場面で市民の参加と参画機会政策目標の考え方

を十分に提供するとともに、市民と行政や議会との適切な役割分担のもと、相互の信

頼関係が構築され、相互に支えあう協働の行政経営に取り組みます。

●市民一人ひとりが、市政や議会に関心を持ち、相互の信頼関係が築かれています目指すイメージ

●市民参画機会の充実施策の方向

◎「市民参画による行政経営」に対する満足度参考指標

企画課政策推進課

４－１－２ 24

市民の目線による行政経営政策目標名

市民の目線に立ち、積極的で分りやすい情報提供をするとともに市民ニーズを的確政策目標の考え方

に把握し、真に必要とされるサービスの提供を行います。

●市民と行政の意見交換が活発に行われています目指すイメージ

●広報広聴の充実施策の方向

●情報公開の推進

●市民本位のサービス提供

◎「市民の目線による行政経営」に対する満足度参考指標

企画課、総務課政策推進課
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４－１－３ 25

市民の期待に応える職員の育成政策目標名

住民ニーズはますます高度化、多様化しており、価値観やライフスタイルの多様化政策目標の考え方

も顕著になっている現在、時代の変化に適応した新たな行政施策の展開が求められて

います。徹底した行政改革の推進、健全財政の維持、職員の定員管理についても適正

化を進めてきており、最小の経費で最大の効果が上がるよう、さらに効率的な行政運

営を進めていく必要があります。そのため、行政の担い手となる職員の意欲や姿勢の

改革、職務能力の一層の向上を図り、組織としても積極的に人材育成の取組を強化し

ていきます。

●職員一人ひとりが成果やコスト意識を持って業務に取り組んでいます目指すイメージ

●職員の意識改革施策の方向

●人材育成方針策定

◎「市民の期待に応える職員の育成」に対する満足度参考指標

総務課政策推進課

４－２－１ 26

行政改革の推進政策目標名

地方分権時代において、自治体としての自立と自己責任による行政経営が求められ政策目標の考え方

るとともに、市政の運営を担う行政には、将来にわたって、永続的に市民から信頼さ

れ、その負託に応えていくという大きな責務が課せられています。このため、行政改

革大綱に基づき 「新しい公共」の形成を理念として、持続可能な財政基盤を確立する、

とともに、徹底した行政改革を推進することにより、市民や地域の力が最大限に発揮

できる新しい形の行政経営を進めます。また、真の地方主権の確立に向けた権限の移

譲を求め、国・県との対等な関係を構築するとともに、近隣市町との連携のもと広域

的な行政課題の解決に取り組みます。

●行政改革が進み、新しい公共という形の行政経営が行われています目指すイメージ

●定員適正化の推進と民間能力の活用施策の方向

●行政を評価する仕組みの構築

◎「行政改革の推進」に対する満足度参考指標

企画課政策推進課
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４－２－２ 27

財政運営の健全化政策目標名

健全な財政基盤を確立するためには、財政の自由度を高めると共に、真に必要とさ政策目標の考え方

れるサービスを選択することが重要です。このため、自らの責任において、財源を確

保し、市民の納得度を高めていくという視点で必要とされる公共サービスを常に効果

的・効率的かつ安定的に供給できるという持続可能な財政運営に努めます。

●持続可能な財政運営が行われています目指すイメージ

●財政運営の効率化の推進施策の方向

●安定的な財源の確保

◎「財政運営の健全化」に対する満足度参考指標

財政課政策推進課


